
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

湘南ライフタウン周辺地区

平成２３年７月

神奈川県藤沢市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入

見込み・確定
の別

30,000 △

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

12,000

650

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
保健医療センター来
庁者数

人／年 27,547

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H　　年　月

1年以内の
達成見込み

○

事後評価

見込み・確定の別

647

29,147

651

総合所見

保健医療センター来庁者数については、目標値を達成出
来なかったが、健康づくり実習室の改修により、総合健診
受診者等に対する食生活改善等の健康相談が充実し、健
康相談に関しては、９７４人から１８４７人へと増加が図ら
れた。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２
環境改善参加ボラン
ティア数

人／年 4,810

654 H２２年１２月

12,458 H　　年　月

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地区の避難施設である小中学校屋内運動場
の耐震化等により、まちの防災性の向上が
図られ、目標値を達成できた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

公園の新設及び再整備等により、清掃ボラン
ティア等の団体数や活動回数が増加し、目
標値を達成できた。

その他の
数値指標１

健康づくりや疾病予防体制
の充実に関する市民満足
度
（湘南大庭地区、１０００点換算）

点 609

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３

防災に関する市民満足
度
（湘南大庭地区、１０００点換
算）

点 605

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
まちづくりの目標でもある健康づくり等の効果
を確認するために設定し、評価値からも住民
の満足度を確認することが出来た。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

603

その他の
数値指標２

地域の道路整備や交通安全対
策など良好な生活環境の維持、
整備 に関する市民満足度
（湘南大庭地区、１０００点換算）

点 567

その他の
数値指標４

バス交通など公共交通の便
利さに関する市民満足度
（湘南大庭地区、１０００点換算）

点 597

当地区における既存道路の整備の効果を確
認するために設定し、評価値からも住民の満
足度を確認することが出来た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

バス交通など公共交通の便利さに関する満足度は、
ほぼ横這いであり、公共交通の充実を図るためバス
を基軸とした新たな公共交通システム等の導入が必
要である。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

当地区における新設公園や既存公園の整備
の効果を確認するために設定し、評価値から
も住民の満足度を確認することが出来た。

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

623 H　　年　月

その他の
数値指標３

公園の整備 に関する市民
満足度
（湘南大庭地区、１０００点換算）

点 664 700 H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

連節バスの導入時期については、湘南C-Xのまち開きによる施
設等の立地状況、慶応義塾大学方面からの利用状況予測等を
踏まえた上で、再検討する。

少子・高齢化社会を迎えたなかで、今後も健康で生き生きと暮ら
せる社会や住み慣れた地域で安全で安心出来る生活環境の確
保を図るため、地域経営会議等で市民と協働により進めます。

今後の課題　その他特記事項

少子・高齢化社会を迎えたなかで、今後も健康で生き生きと暮ら
せる社会や住み慣れた地域で安全で安心出来る生活環境の確
保を図るため、地域経営会議等で市民と協働により進めます。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

住民ニーズにあわせた公園や街路樹等の維持、改善と住民参
加による管理育成を図るために、平成２２年度より地域経営会
議で市民と協働によるまちづくりをはじめたところです。

実施した具体的な内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

良好な居住環境で誰もが不自由なく暮らせる生活空
間を目指す

健康づくりを中心とした安心、安全なまちの創出を目
指す

連節バス導入時期の再検討

健康づくりを中心とした安心、安全なまちの創出を目
指す

事後評価シート　添付様式5－③から転記


